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市政を問う
議会からあなたへ

特集　一般質問って何?

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は



（２）２０１５　１８７号

　今回は、テレビやインターネットでも視聴が可能になった
市議会の「一般質問」についてご説明します。

　一般質問とは、議員が市政運営全般にわたる
様々なテーマについて、市の方針や市長の考え、
事業の計画や詳細、市民生活に関わる内容を問
いただすことで、毎定例会で行われます。市は、
市民の代表である議員の質問に丁寧に誠実に答
えることによって、間接的に市民の皆さんに行
政の内容をお知らせすることにもなります。

　質問をする議員は、議会運営委員会で決定し
た期日までに、決められた様式で表題、発言の
要旨を議長あて通告します。質問は本会議　日1
目終了後から、質問開始日の　日（土日祝日を5
除く）前の正午まで受け付け、受け付けた通告
書は執行部（市長、教育長）へ写しが送付され
ます。

　通告制をとっている理由は、多くの人が傍聴
する公開の場ではしっかりとした質問や答弁が
求められ、質問をする議員も、質問を受ける執
行部側も十分な準備が必要だからです。また、
議長があらかじめ質問をする議員の数、内容を
把握することで発言の順序を決め、能率的な議
会運営を行うことができます。（発言の順番は
原則通告順です。）

特特特特特特特特特特集集集集集集集集集集 一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問っっっっっっっっっってててててててててて何何何何何何何何何何特集　一般質問って何???????????



（３） ２０１５　１８７号

　「一般質問」の方法は「一括方式」と「一問一
答方式」があります。鹿沼市議会では「一問一
答方式」を導入しています。この方式には、論
点、争点が明確になり、活発な議論が交わされ
るという利点があります。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
6
月

議
会
の
質
問
の
様
子
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

動画配信サイトYouTubeで本会議の映
像を録画配信しています。鹿沼市ホー
ムページの「市議会」バナーより入
り、ご覧になりたい内容をクリックし
てください。

本会議の動画配信をしています。

　議員と執行部は与えられた質問時間
（1時間）内で質問、答弁を繰り返すこ
とができ、傍聴する側にとっても、議
員と市側のやりとりが分かりやすくな
り、緊張感のある論戦が展開されます。



（４）２０１５　１８７号

市
政
を

問
う
6月定例会で13人が登壇

鹿沼市政について質問をしました

6/10～12
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
戦
略
的
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

寄
附
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
の
検
討
を
早

急
に
行
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
る
、
ふ
る
さ

と
納
税
枠
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
寄
附

者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
寄
附
金
額
が
上
位
の
自
治
体
の

取
り
組
み
の
分
析
や
現
在
の
「
鹿
沼

ま
ご
こ
ろ
便
」
の
希
望
状
況
を
参
考

に
し
、
寄
附
金
額
に
応
じ
た
返
礼
品

の
階
層
化
や
品
ぞ
ろ
え
の
充
実
を
図

る
た
め
、
庁
内
で
の
検
討
を
早
急
に

行
う
よ
う
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 　

ま
た
、
寄
附
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
を
初
め
と
す
る
各
種
の
寄
附
金

受
入
れ
方
法
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
等
、
寄
附
者
の
希
望
に
沿
っ

た
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
、
そ
の
返
礼
品

は
、
単
純
に
寄
附
を
す
る
側
が
特
典

の
利
益
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
返
礼

品
の
送
付
を
通
し
本
市
の
魅
力
を
高

め
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
財
源
確
保
と

し
て
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
地
域
産

業
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
よ
う
な
寄

附
金
の
活
用
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
伺

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

答　
　

弁
（
市
長
）

１万円以上の寄附を
された方に「鹿沼まごこ
ろ便」（かぬまブランド
品等）を年２回お届け
しています。
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質　
　

問

　

空
家
対
策
特
別
措
置
法
の
内
容
、

空
き
家
増
加
の
解
決
に
向
け
た
市
の

対
応
を
伺
う
。

市
内
全
域
の
空
き
家
等
の
実
態

調
査
、
早
期
情
報
収
集
体
制
の

構
築
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
町
村
長
は
、
国
の
示
す
判
断
基

準
に
合
致
す
る
空
き
家
に
つ
い
て

「
特
定
空
家
等
」
の
判
定
を
し
ま
す
。

判
定
に
あ
た
っ
て
は
市
町
村
長
に
立

入
調
査
の
権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
特
定
空
家
等
」
に
判
定
さ
れ
る
と
、

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
、
除
去
、

修
繕
、
立
木
竹
の
伐
採
、
そ
の
他
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
助
言
ま

た
は
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
特
定
空
家
等
」
と
判
断
さ
れ
、
撤

去
、
修
繕
等
、
指
導
を
受
け
な
が
ら

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
勧
告
を
受

け
る
と
固
定
資
産
税
等
の
住
宅
用
地

特
例
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
空
き
家
の
発
生
を
抑
制

す
る
た
め
、
市
内
全
域
の
空
き
家
等

の
実
態
調
査
及
び
早
期
情
報
収
集
体

制
の
構
築
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
空
き
家
の
管
理
不
全
を
解
消
す
る

た
め
、
早
め
に
所
有
者
へ
の
啓
発
・

適
正
管
理
に
関
す
る
情
報
提
供
に
取

り
組
み
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
運
営

し
、
利
活
用
に
関
す
る
支
援
制
度
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 林　　充 議員

空
家
対
策
の

特
別
措
置
法
に
つ
い
て
伺
う

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
をを

用
い
た
地
域
経
済
活
性
化
及

用
い
た
地
域
経
済
活
性
化
及
びび

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
伺

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

質　
　

問

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

の
詳
細
を
伺
う
。

利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
発
行
す
る
一
般
世
帯
向
け
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム

率
は　

%
で
、
１
セ
ッ
ト
１
万
２
千

２０

円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売
し

ま
す
。
使
用
で
き
る
加
盟
店
は
、
現

時
点
（
６
月　

日
）
で
鹿
沼
商
工
会

１０

議
所
が　

店
舗
、
粟
野
商
工
会
が　

４０５

７０

店
舗
で
す
が
、
利
用
促
進
の
た
め
、

加
盟
店
を
増
や
す
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
な
が
ら
利
用
可
能
な
店
舗
の
周

知
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
鹿

沼
商
工
会
議
所
と
粟
野
商
工
会
が
地

元
商
店
会
等
と
連
携
し
、
抽
選
会
等

の
商
品
券
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
で
更
に
消
費
が
喚
起
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
は
、
生
活
支
援
及
び
地

域
で
の
消
費
喚
起
を
目
的
に
、
子
育

て
世
帯
に
商
品
券
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。
当
初
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

%
３０

の
商
品
券
を
販
売
す
る
予
定
で
し
た

が
、
購
入
金
額
を
用
意
す
る
の
が
困

難
な
家
庭
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

プ
レ
ミ
ア
ム
分
相
当
の
商
品
券
を
配

布
す
る
方
法
で
消
費
喚
起
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
市
民
部
長
）

▲秋に第２弾の販売が予定されています。

空き家バンクとは

　利用可能な空き家について、賃
貸・売却を希望する所有者に登録し
てもらい、その情報をホームページな
ど様々な媒体を使って広く全国に情
報発信し、利用希望者に紹介する仕
組みのことです。
　市は、空き家バンクに登録された
所有者を利用希望者に紹介します
が、売買等の実際の交渉や契約は、
専門家である「公益社団法人栃木
県宅地建物取引業協会」と協定を

締結しているので、安心して手続き
を進めることができます。
　申し込み後、現地調査等により審
査した上で登録となります。
　登録申込方法は鹿沼営業戦略室
（☎０２８９-６３-２２５１）にお問い合わせ
いただくか、広報か
ぬま８月号、市ホー
ムページをご覧くだ
さい。
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質　
　

問

　

公
共
施
設
整
備
、進
捗
状
況
を
伺
う
。

様
々
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

南
押
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
６
月
末
の
本
体
工
事
完
了
後
、
建

物
周
辺
の
舗
装
工
事
を
行
い　

月
下

１０

旬
の
移
転
、
供
用
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
事
業
を

活
用
し
、
楡
木
町
の
鹿
沼
市
農
産
加

工
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
本

年
８
月
中
に
麹
発
酵
機
等
の
備
品
更

新
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

本
市
が
実
施
し
て
い
る
南
押
原
地

区
の
道
路
事
業
は
２
路
線
で
す
。
新

田
橋
架
け
替
え
を
含
む
市
道　

号
線

０３６５

の
整
備
は
昨
年
橋
梁
修
正
設
計
、
黒

川
右
岸
側
の
道
路
新
設
区
間
の
用
地

測
量
を
実
施
し
、
本
年
度
は
黒
川
右

岸
側
の
用
地
取
得
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
藤
江
地
区
圃
場
整
備

事
業
に
関
連
す
る
市
道　

号
線
道
路

００２５

改
良
工
事
は
、
現
在
延
長　

ｍ
の
区

９９

間
の
改
良
工
事
を
実
施
し
、
８
月
に

は
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
昨
年
度
地
区
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
買
い
物
弱
者
を
対

象
と
し
た「
買
い
物
支
援
事
業
」と
東

武
日
光
線
楡
木
駅
構
内
の「
駐
輪
場

整
備
事
業
」を
実
施
し
、
今
年
度
は

「
買
い
物
支
援
事
業
」の
継
続
、「
盆
踊

り
」小
藪
川
周
辺
の「
遊
歩
道
整
備
事

業
」を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘 野　裕昭 議員

南
押
原
地
区
の
公
共
施
設
整
備

を
含
む
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　
「
鹿
沼
版
総
合
戦
略
」に
①
ま
ち
の

駅
新
・
鹿
沼
宿
等
の
近
く
に
大
型
駐

車
場
を
設
置
②
鹿
沼
市
花
木
セ
ン

タ
ー
の
道
の
駅
化
③
粕
尾
地
区
に
温
泉

施
設
の
設
置
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

①
施
設
へ
の
大
型
バ
ス
で
の
来
館

者
に
つ
い
て
は
現
状
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
で
対
応
で
き
て
い
ま
す
。
自
家
用

車
で
の
来
館
者
に
は
柳
田
商
店
跡
地

の
駐
車
場
、
土
日
祝
日
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
近
隣
の
民
間
の
土
地
等
を
無
償

で
借
り
て
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
現
状
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
既
に
鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー
は

「
花
と
緑
の
郷
」
の
駅
名
で
ま
ち
の

駅
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
施

設
内
の
機
能
の
配
置
換
え
等
、
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
す
が
、

今
後
は
よ
り
多
く
の
方
を
迎
え
る
た

め
に
も
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
前

提
に
道
の
駅
化
も
視
野
に
入
れ
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
③
温
泉
施
設

を
新
た
に
開
設
す
る
場
合
、
費
用
対

効
果
、
源
泉
等
様
々
な
課
題
が
想
定

さ
れ
大
変
厳
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
あ
る
様
々
な
資
源
を
掘
り
起
し
、

地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

鹿
沼
市
の

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲鹿沼市花木センター

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　

弁
（
経
済
部
長
、
都
市
建
設
部

長
、
市
民
部
長
）

▲南押原地区アイディア会議の企画による「楡木駅駐輪場」
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質　
　

問

　

北
犬
飼
地
区
の
平
地
林
保
全
に
つ

い
て
伺
う
。

法
律
、
条
令
に
基
づ
く
適
切

な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

北
犬
飼
地
区
で
は　

年
で
約　

ヘ

５０

２５０

ク
タ
ー
ル
の
山
林
が
工
場
や
住
宅
用

地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
と
捉
え
て
い

ま
す
。
北
犬
飼
地
区
の
山
林
は
、
森

林
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
森
林

計
画
対
象
民
有
林
の
普
通
林
な
の
で
、

関
係
法
令
に
照
ら
し
問
題
が
な
く
、

公
益
性
を
害
す
る
恐
れ
が
な
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
は
伐
採
を
認
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
伐
採
に
制
限
の
あ

る
保
安
林
は
、
北
犬
飼
地
区
で
は
茂

呂
山
の
市
有
林
の
み
で
、
以
前
か
ら

保
安
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
地
林
の
園
芸
用
土
採
掘
後
の
行

政
指
導
は
、
採
掘
時
か
ら
埋
戻
し
完

了
ま
で
環
境
部
の
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
監
視
及
び
指
導
を
し
、
埋
戻

し
の
際
は
「
鹿
沼
市
土
砂
等
の
埋
立

て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害

の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
隣
接
地
や
生
活
環
境
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
適
切
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
法
に
伴
う
指

導
と
し
て
は
、
採
掘
完
了
後
の
現
況

が
伐
採
届
に
記
載
さ
れ
た
土
地
利
用

と
相
違
が
な
い
か
現
地
を
確
認
し
、

相
違
が
あ
っ
た
場
合
に
は
改
善
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 川　清正 議員

環
境
保
全
つ
い
て
伺

環
境
保
全
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

投
票
率
向
上
の
た
め
の
方
策
、
ま

た
開
票
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

選
挙
は
市
民
が
政
治
に
参
加

す
る
た
め
の
重
要
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

投
票
率
は
全
国
的
に
年
々
低
下
傾

向
が
続
き
、
４
月
に
行
わ
れ
た
栃
木

県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
本
市
は　
４７.２５

%
で
栃
木
県
内　

市
中
６
番
目
で
し

１１

た
。
低
下
の
理
由
は
、
有
権
者
の
選

挙
に
対
す
る
意
識
の
低
下
や
、
政
治

に
関
心
が
な
い
市
民
が
増
え
て
い
る

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

投
票
率
向
上
の
方
策
と
し
て
、
従

来
よ
り
有
権
者
が
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
ち
、
投
票
行
動
を
起
こ
さ
せ

る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上

の
た
め
、
４
月
の
栃
木
県
議
会
議
員

選
挙
で
は
高
校
生
の
投
票
事
務
従
事

体
験
事
業
を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
の

有
権
者
で
あ
る
高
校
生
の
政
治
や
選

挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
投
票
率

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

開
票
状
況
の
最
終
確
定
は　

時　
２２

５０

分
の
予
定
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は　

時　

分
と
な
り
ま
し
た
。

２２

５５

開
票
時
間
の
短
縮
化
に
つ
い
て
は
、

作
業
手
順
や
会
場
の
準
備
・
配
置
の

見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨 久田耕平 議員

選
挙
の
開
票
事
務
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
）

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

▲法律、条令に基づき環境を保全します。 ▲高校生の投票事務従事体験事業



（８）２０１５　１８７号

質　
　

問

　

こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
を
拡

大
し
た
場
合
の
財
政
負
担
を
示
せ
、

ま
た
対
象
年
齢
を
中
学
３
年
生
ま
で

拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

次
期
総
合
計
画
の
中
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
の
対

象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大

し
た
場
合
、助
成
件
数
の
増
等
に
伴

う
歳
出
増
や
県
補
助
金
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
等
の
歳
入
減
に
よ
り
、約　

万
円

８,８００

の
負
担
増
が
想
定
さ
れ
ま
す
。次
に
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
現
物
給
付
を
拡

大
し
た
場
合
、同
様
に
１
億　

万
円

１,１００

程
度
の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

現
物
給
付
対
象
年
齢
の
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
拡
大
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
推
進
や
事
業
の

優
先
順
位
を
見
極
め
た
上
で
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
関
連
の
施
策
は
、
医
療
対

策
の
ほ
か
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や

様
々
な
経
済
的
支
援
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
本
市
で
は
保
護
者
の
負
担

を
考
慮
し
、
特
に
低
所
得
者
層
に
対

し
て
は
、
他
市
よ
り
保
育
料
等
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
対
策

と
し
て
、
次
期
総
合
計
画
の
こ
ど
も

関
係
施
策
全
体
の
中
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
対

象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

訓
練
を
通
じ
、
連
携
強
化
を

図
り
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
り
ま
す
。

　

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
と
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
、
大
規
模
災
害
や
傷
病
者

が
多
数
発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場

に
お
い
て
、
お
お
む
ね　

時
間
以
内

４８

の
急
性
期
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を

持
っ
た
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医

療
チ
ー
ム
で
す
。

　

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
平
成

　

年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１７栃
木
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
平
成　

年　
２１

１１

月
に
発
足
し
、
市
内
で
も
平
成　

年
２２

３
月
に
上
都
賀
総
合
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

が
発
足
し
て
、
鹿
沼
さ
つ
き
マ
ラ
ソ

ン
で
も
救
護
班
と
し
て
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
上
都
賀
総
合
病

院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
毎
年
合
同
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
栃
木
県

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
含
め
た
集
団
救
急

救
護
訓
練
を　

月
に
予
定
し
て
い
ま

１０

す
。
訓
練
を
通
じ
、
迅
速
か
つ
的
確

な
救
急
救
助
活
動
と
医
療
活
動
を
実

施
し
、
相
互
間
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 松　英夫 議員

消
防
行
政
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
消
防
長
）

平成２７年４月１日以降の
こども医療費助成制度

平成２７年４月１日診療分から
年齢区分

栃木県外栃木県内

償還払い現物給付小学校就学前

償還払い小学生･中学生

※平成２７年３月３１日診療分までは、今までの
助成方法のとおりです。
※小･中学生の助成方法は変わりません。

答　
　

弁
（
市
長
）

▲上都賀総合病院ＤＭＡＴと消防本部の合同訓練



（９） ２０１５　１８７号

質　
　

問

　

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
人
の
登
用
、

大
学
や
高
等
学
校
と
連
携
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

多
彩
な
人
材
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

地
方
創
生
の
鍵
は「
人
」で
あ
り
、

多
彩
な
人
材
の
知
恵
と
力
を
集
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。総
合
戦

略
推
進
の
た
め
に
、特
別
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民

間
人
を
職
員
と
し
て
登
用
す
る
と
い

う
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、地
方
創
生
の
各
事
業
を
進

め
る
中
で
、「
鹿
沼
版
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」の
募
集
を
行
う
な
ど
、様
々
な

力
を
持
つ
人
材
の
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、文
星
芸
術
大
学
や
宇
都
宮

大
学
の
地
域
連
携
協
議
会
を
通
し
て
、

様
々
な
分
野
で
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。来
年
度
か
ら
は
、宇
都
宮
大
学
が

ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
の
育
成
等
を
目

的
に
創
設
す
る「
地
域
デ
ザ
イ
ン
科

学
部
」と
の
連
携
も
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
市
内
４
校
の
高
校
生
が「
高
校

生
ま
ち
変
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」を

立
ち
上
げ
、様
々
な
活
動
を
し
て
お

り
、地
域
の
経
済
活
動
に
も
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、様
々
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
地
域
づ
く
り
に
も
生
か
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、更
に
連
携
を

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

地
方
創
生
に
関
わ
る

人
材
確
保
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

増
加
す
る
居
宅
介
護
要
望
者
に
対

す
る
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
十

分
な
の
か
伺
う
。

需
要
に
対
応
し
た
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
参
入
促
進
に
努

め
ま
す
。

　

居
宅
介
護
要
望
者
の
増
加
に
対
し

て
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
多
様
な

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
基
本
と
し
た

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
推
進

が
必
要
で
、「
第
６
期
い
き
い
き
か

ぬ
ま
長
寿
計
画
」
に
基
づ
き
、
未
整

備
地
区
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
併
設
し
た

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
直
近
で

は
、
本
年
５
月
、
南
押
原
地
区
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
の
併
設
施
設
が
開
所
し
ま

し
た
。

　

訪
問
看
護
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
、
前
期
計
画
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
利
用
実
績
が
ほ
ぼ
計
画
値
ど
お

り
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
図
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
」
の
結
果
か
ら
、
今
後
は
訪
問

系
と
医
療
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需

要
が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参
入
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市
長
）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

▲高校生まち変プロジェクト会議



（１０）２０１５　１８７号

質　
　

問

　

本
市
で
も
眼
鏡
が
就
学
援
助
の
対

象
に
な
っ
た
が
予
算
が
少
な
い
と
思

う
が
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

就
学
援
助
認
定
後
、
７
月
中

に
眼
鏡
購
入
券
を
交
付
す
る

予
定
で
す
。

　
　

万
２
千
円
の
予
算
の
内
訳
は
、

７９
全
額
眼
鏡
購
入
助
成
費
で
、
小
学
生

が　

名
分
で　

万
２
千
円
、
中
学
生

２０

３５

が　

名
分
で　

万
円
で
す
。
目
の
検

２５

４４

査
費
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
の
対
象
と
な
る
た
め
、
予
算
の

計
上
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
眼
鏡
の
助

成
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
１
人
１

回
と
し
、
上
限
額
は
１
万　

円
と
し

７,６００

て
い
ま
す
。
就
学
援
助
制
度
に
よ
る

眼
鏡
の
補
助
は
、
日
光
市
が
先
行
し

て
実
施
し
て
い
る
の
で
、
人
数
の
計

算
に
つ
い
て
は
日
光
市
の
実
績
を
参

考
に
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
鹿
沼
市

で
は
今
年
度
初
め
て
実
施
す
る
の
で
、

計
上
し
て
い
る
人
数
よ
り
増
え
れ
ば

補
正
予
算
等
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

実
際
に
眼
鏡
を
使
用
で
き
る
時
期

に
つ
い
て
は
、
本
市
は
前
年
の
所
得

を
も
と
に
就
学
援
助
の
認
定
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
認
定
時
期

が
６
月
下
旬
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
眼
鏡
購
入
券
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
の
７
月
中
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

質　
　

問

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
事
業
者

選
定
に
保
護
者
の
意
見
を
ど
う
反
映

さ
せ
る
の
か
伺
う
。

事
業
者
選
定
に
は
保
護
者
の

意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

い
ぬ
か
い
保
育
園
の
民
営
化
は
、

「
鹿
沼
市
保
育
園
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

６
月
中
に
地
元
自
治
会
協
議
会
、
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
説
明
を

し
、
７
月
中
に
は
公
募
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

月
に
は
受

１０

託
候
補
者
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、

事
業
者
提
案
を
審
議
し
、
事
業
者
を

決
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
事
業
者
に

お
い
て
必
要
な
法
手
続
等
が
整
い
次

第
、
新
保
育
園
整
備
に
着
手
し
、
平

成　

年
度
中
の
完
成
、
平
成　

年
４

２８

２９

月
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
の
意
見
は
、
民
営
化

受
託
候
補
事
業
者
の
募
集
事
項
に
十

分
反
映
さ
せ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

立
地
に
つ
い
て
は
現
在
地
か
ら
あ
ま

り
離
れ
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、
保

育
方
針
等
に
つ
い
て
は
現
在
の
保
育

計
画
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
特
色
あ
る
事
業

計
画
と
す
る
こ
と
、
更
に
ス
ム
ー
ズ

に
保
育
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
半
年
間

の
引
き
継
ぎ
保
育
を
実
施
し
、
保
護

者
と
児
童
の
不
安
と
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

い
ぬ
か
い
保
育
園
の

民
営
化
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

▲民営化に向けて検討がすすむ「いぬかい保育園」▲今年度から眼鏡購入が就学援助の対象になりました。

答　
　

弁
（
市
長
）
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定例会で人事等が決まりました。

平成２７年第３回

6月定例会の結果

人　事
■本会議で鹿沼市固定資産評価員として選任する

ことに同意しました。

　　鹿沼市固定資産評価員（議案第５５号）

水嶋　俊彦（みずしま　としひこ・鹿沼市みなみ町）

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情
の善処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になり
ます。
　A４版、署名または記名押印して提出してく
ださい。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してく
ださい。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

■本会議で鹿沼市情報公開・個人情報保護審査会

委員として委嘱することに同意しました。

　　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員

　　（議案第５６号〜６２号）

直井　勇（なおい　いさむ・宇都宮市京町）

杉原　弘修（すぎはら　ひろのぶ・宇都宮市下栗町）

大貫　良明（おおぬき　よしあき・鹿沼市下沢）

山下　雄大（やました　たけひろ・宇都宮市桜１丁目）

関口　昌江（せきぐち　まさえ・鹿沼市久野）

鈴木　節也（すずき　せつや・鹿沼市磯町）

横尾　光夫（よこお　みつお・鹿沼市口粟野）

　固定資産を適正に評価し、市町村長が行う価格の決
定を補助するための委員。固定資産の評価に関する知
識及び経験を有する者のうちから議会の同意を得て市
町村長が選任する。

葛用語解説「固定資産評価委員」

　情報公開･個人情報保護審査会は、情報公開制度及
び個人情報保護制度における市民からの不服申し立て
及び両制度の運営に関する重要事項について、実施機
関からの諮問に応じて審査･審議し、答申をする機関。
審査会は市長が議会の意見を聴いて委嘱する７人以内
の委員で組織され、委員の任期は３年。

葛用語解説「情報公開・個人情報保護審査会委員」
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市長提出議案１９件が提出されました。
議員数２３名、表決参加議員数２２名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

全 議 員 が 賛 成

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

専
決
処
分
事
項
（
平
成　

年
度
補
正
予
算
）

２６

議案４３号　平成２６年度鹿沼市一般会計補正予算（第６号）について
　歳入については、市税、地方消費税交付金、地方交付税、国県支出金、諸収入等の増減額を計上し、歳出につい
ては、臨時福祉給付金給付事業費、生活保護扶助費、農作物活性化推進事業費、農業集落排水事業費特別会計繰出金、
中小企業経営対策事業費、地方債償還利子等の増減額を計上したもので、この補正額を９億４,７５０万１千円の減とし、
予算総額を４１６億７,１３２万９千円とするものです。　

議案４４号　平成２６年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計補正予算（第４号）について
　歳入については、繰入金及び市債の減額を計上し、歳出については、下水道事務所管理費、管渠管理費、管渠建
設事業費の減額を計上したもので、この補正額を１,０６５万円の減とし、予算総額を２６億５,３５３万４千円とするものです。

議案４５号　平成２６年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補正予算（第４号）について
　歳入予算の更正として、分担金、負担金を増額し市債を減額するものです。

議案４６号　平成２６年度鹿沼市見笹霊園事業費特別会計補正予算（第２号）について
　歳入については、使用料、手数料、繰入金の増減額を計上し、歳出については、見笹霊園整備事業費の減額を計
上したものです。補正額を４３９万５千円の減とし、予算総額を４,７２０万５千円とするものです。

議案４７号　平成２６年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会計補正予算（第２号）について
　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については、農業集落排水管理事務費の増額を計上したもので、補
正額を１,２５１万９千円の増とし、予算総額を２億２,６３１万９千円とするものです。

専
決
処
分
事
項（
条
例
の
一
部
改
正
）

議案４８号　鹿沼市税条例等の一部改正について
　地方税法等の一部改正に伴い、土地の固定資産税に係る負担調整措置の期間延長、原動機付自転車等に係る軽自
動車税の税率改定の１年延期等を行うためのものです。（１４ページをご覧ください。）

議案４９号　鹿沼市都市計画税条例の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、土地の都市計画税に係る負担調整措置の延長を行うためのものです。
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議案５０号　鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正について
　地方税法施行令の一部改正に伴い、低所得世帯に対する国民健康保険税の減額措置が適用される納税義務者の範
囲を拡大するためのものです。（１４ページをご覧ください。）

議案５１号　鹿沼市介護保険条例の一部改正について
　介護保険法施行令の一部改正に伴い、所得の少ない第１号被保険者の保険料を減額するためのものです。（１４
ページをご覧ください。）

専
決
処
分
事
項（
条
例
の
一
部
改
正
）

議案５２号　鹿沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　学校教育法施行令の一部改正に伴い、就学指導委員会委員の職名を教育支援委員会委員に改めるためのものです。

議案５３号　鹿沼市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正
　非常勤の職員の公務災害補償について、公務災害の認定を適正かつ迅速に行うためのものです。

議案５４号　鹿沼市手数料条例の一部改正
　建築基準法の一部改正に伴い、既存建築物の移転における建築基準法令の適用除外に係る認定申請手数料の額を
定めるためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案５５号　鹿沼市固定資産評価員の選任について
　（１４ページをご覧ください。）

議案５６号　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱について

議案５７号　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱について

議案５８号　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱について

議案５９号　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱について

議案６０号　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱について

議案６１号　鹿沼市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱について
　（１４ページをご覧ください。）

人　
　
　
　
　
　

事

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成
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鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

注目議案の解説

クローズアップ

　

　地方税法等の一部改正により、土地の固定資産税に係る負担調整措置の期間延長、
原動機付自転車等に係る軽自動車税の税率改定が１年延期になりました。

～市税条例の一部改正～

税率改定が延期になりました。
■議案第４８号　専決処分事項の承認について
　　　　　　　鹿沼市税条例等の一部改正

平成２７年度の原動機付自転車、二輪車及び小型特殊自動車の税額
税額（円）車両区分
１,０００排気量５０cc以下

原動機付自転車 １,２００排気量５０cc超９０cc以下
１,６００排気量９０cc超１２５cc以下
２,５００ミニカー（排気量５０cc以下）
２,４００軽自動車二輪（排気量１２５cc超２５０cc以下）
４,０００二輪の小型自動車（排気量２５０cc超）
１,６００農耕作業用小型特殊自動車 ４,７００その他（フォークリフト等）

　

　介護保険法施行令の一部改正により、公費を投入して所得の少ない第１号被保険者
（６５歳以上の方）の保険料軽減を行う仕組みが設けられることとなりました。鹿沼市
では国の基準に従い、保険料の軽減措置を講じます。
　平成２７年４月から所得の少ない方（第１段階…生活保護の受給者、老齢福祉年金受
給者で、世帯非課税の方、また世帯全員が市民税非課税で「公的年金収入+合計所得
額が８０万円以下」の方）は保険料が軽減されます。

～介護保険条例の一部改正～

所得の少ない方の保険料が減額になります。
■議案第５１号　専決処分事項の承認について
　　　　　　　鹿沼市介護保険税条例の一部改正

　

　地方税法施行令の一部改正に伴い、平成２７年度から国民健康保険税の軽減判定所得
が見直されました。　この改正により平成２７年度は下記２と３に該当する範囲を拡充
し、国民健康保険税の軽減を受けられる世帯が増加しています。
●国民健康保険税の軽減制度
１．総所得額が３３万円を超えない世帯は均等割、平等割が７割軽減されます。
２．総所得額が３３万円と被保険者１人につき、それぞれ２６万円（改正前２４万５千円）
を加算した金額を超えない世帯は、均等割、平等割が５割軽減されます。

３．総所得額が３３万円と被保険者１人につき、それぞれ４７万円（改正前４５万円）を加
算した金額を超えない世帯は均等割、平等割が２割軽減されます。

～軽減判定所得が変わります。～

国民健康保険税軽減対象者の範囲が拡大されます。
■議案第５０号　専決処分事項の承認について
　　　　　　　鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正
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政治家の寄附は禁止。
有権者が求めることも禁止。

政治家の寄附は
レッドカード

政治家は選挙区内の人々に祝金や祝品、
あいさつ状などを出すことは禁止されています。

求めない!求めない! 受け取らない!受け取らない!贈らない!贈らない!

申　し　合　わ　せ
私たちは、公正・適正な選挙を実現するために、次の申し合わせを

いたしました。

　．公職選挙法を守り明るい選挙運動を実践します。1

　．酒、食事の提供はいたしません。2

鹿　沼　市　議　会



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.6円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議場へようこそ!!
　５月１２日、粕尾小学校の児童７名が社
会科見学の一環として議場の見学に訪れ
ました。市職員から説明を受けた後、議
長席や議席に座って実際の議会の雰囲気
を感じていただきました。議席の「氏名
標」や、壁面に取り付けられたタイマー
（一般質問の残り時間を表示するもの）
等、見慣れない設備について次々と職員
に質問したり、熱心にメモを取っている
様子に頼もしさを感じました。短い時間
でしたが市議会について興味を持ってい
ただけたら幸いです。

議場のいけばな

表紙の写真は
　ウォーキングや散歩を楽しむ方、ト
レーニングに励む学生･･･。富士山公園
は鹿沼市民にとって身近な憩いの場です。
頂上からは鹿沼市の街並み、日光連山の
素晴らしい眺望が楽しめます。最近はス
カイツリーが見えるビュースポットとし
ても人気を集めています。

佐賀県唐津市から行政視察
　５月１４日、佐賀県唐津市議会より４名
の皆様が行政視察にお見えになりました。
研修内容は「ごみ焼却施設の長寿命化」
です。唐津市では施設の更新時期に向け
て、調査、検討を始めたところで、今ま
さに改修工事をしている本市の状況を是
非参考にしたいとのことでした。清掃課
職員が新しい施設の概要、財源、工事期
間中の対応、ごみ減量化の取り組み等の
説明をし、また、議員の皆様からは唐津
市の状況を伺いました。

副議長の辞職
　平成２７年７月２日付で、関口正一議員
より副議長辞職願が提出され、同日議長
がこれを許可しました。

　鹿沼市いけばな愛好会の会員の方々に
よる作品を、定例会一般質問の３日間議
場に展示しています。
　写真は、６月議会一般質問のいけばな
です。梅雨空を吹き飛ばすような明るい
ひまわりが議場を彩りました。

　平成27年9月6日（日）に行われる鹿沼市議会議員選挙後は、
臨時会が開催される予定です。会期日程の詳細は市議会ホーム
ページでご確認ください。

副議長の選出
　７月１７日に開催された平成２７年第４回
定例会において筧則男議員が副議長に選
出されました。任期は平成２７年７月１７日
～平成２７年９月１９日です。

副議長　筧　則男


